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資料２

第２回沖縄交通リ・デザイン県民運動推進会議

令和７年度以降の取組方針について



市民の声（令和５年度PI第１フェイズ）
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「行動・移動変容」と「経済成長（ビジネスリフォーム）」の連動デザインによる暮らし×ビジネスの好循環
住まう／訪れる価値、企業価値のスパイラルアップ（可視化の試行→投資・収益モデル定量化→連携事業化へ）

文化と経済、環境の調和、
オーセンティシティと
多様性・受容性の両立
（本物の文化、生物多様性に触れ、
世界から知恵が集まり融合を生み、
普遍的価値を創り続ける場所）

沖縄に生きる／
訪れる価値↗

人と文化・社会の
絶え間ない成長

持続可能で
環境・社会と調和した成長

沖縄への投資価値↗
立地価値↗

ロスのない予見可能な
ビジネス環境

高付加価値企業＆
高付加価値人材の集積

不要な移動とタイムロスを無くす
（自動化（省人化）／キャッシュレス化／
リモート化／ＤＸ／協業化・共同経営）

移動高速化と省エネ化

暮らしと産業の高付加価値化
（ホスピタリティ領域へのリソース再配置、
人材と事業の成長、マーケティング力↗）

循環型再エネの積極活用と

カーボンニュートラル（Ｃ２Ｘ,ＧＸ）

人材の無駄使い削減、
生産性向上で、

競争力のある経営基盤創出

世界マザー市場の創出と海外
展開、エネルギー安定化＝
立地企業基盤の強靱性向上

都市の効率性・付加価値向上
 土地、道路・駐車場空間等の利用最適化
 空間の再配分や高付加価値利用
 安全性・強靱性の向上
 職住教近接（オフィス、社宅・公営住宅、学校）に

よる、ゆとりある質の高い文化・環境空間の形成

時間ロスの削減
無駄な支出の削減
（実質所得向上）

移動の質の向上

高付加価値領域への投資や
普遍性を現す世界価値の

連鎖的創出

人の付加価値向上
（一人あたり一時間あた
り生産額／所得の向上）

良い投資循環を生む

エネルギー供給の安定、
域内好循環

希望と安心を感じる

生みだした人と資金をよく使う

立場や業種を超えたアクション、協調した行動・移
動デザインから、未来に継ぐありたい沖縄、

価値創造市場を形成する。

沖縄の一人一人から、世界を変える。

×

×

時間とお金を無駄にしない

生みだした土地をよく使う

伸び伸びと生きる／訪れる
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目指す姿の視点

今後の課題：沖縄交通リ・デザインを通じて目指す姿の設計と実行策

〇生活・社会

〇経済・ビジネス

〇観光

〇環境・エネルギー

２０３０頃 ２０５０頃現状

先行事例づくり

次世代の巻き込み

行動変容のための機会づくり

柔軟な勤務スタイルや通勤手当な
ど各企業のアクションの先行実施

 通学定期を使う習慣づくり
 子供から変えていき親の行動変容
につなげていく

 一度公共交通を経験してもらう。
 住民の理解を引き出していく。

メリットの見える化

時間損失の軽減やSDGS、CNへ
の貢献などメリットを発信

意欲のある企業を増やす
従業員が取り組みやすい環境作り
企業の取組をアピール

認証制度などの枠組みと連動
した優遇措置などの検討

認証制度・表彰の枠組みづくり

企業や地域の
インセンティブづくり

企業のダイナミックなチャレンジ

共同化や勤務地の地方分散など
の先進的な取組

 交通費の割引やポイント付与と
駐車場の有料化の連動

 バスレーン延長、乗換負担の軽
減、高速化、定時性の上昇、
P&R、電子決済による乗降時間
短縮など

 利用者目線の接続強化、結節点
を中心としたまちづくり

公共交通利用や乗継ぎにポイント
還元などのインセンティブを検討

駅、バス停周辺店舗での消費活
動を促進

飴と鞭の実践

利便性の向上・結節点の整備

地域の消費活動の促進

・
・
・

モニタリングのための指標等

<実行に向けたキーワード例>
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今後目指す方向性・視点について（案）

 多様な選択肢から目的に応
じた移動を選択することに
よる「楽しさ・満足感」を
実感させることが重要。

 この点、免許を保有してい
ない若年層や障がい者につ
いては、免許保有者に比べ、
移動・行動の選択により不
自由を感じている可能性が
高い。（移動制約者）

 まずは、こうした若年層や
障がい者をターゲットに
サービスを設計し、同時に
アクションを引き出すこと
を通じて、自由な選択によ
る楽しさ・満足感を生み、
習慣化・定着を目指す。

 皆が移動やライフスタイル
を多様な選択肢から自由に
選択するためには、公共交
通機関利用による通勤手当
が支払われるなど、個々人
の金銭的な負担が移動手段
やライフスタイルによらな
いことが前提。

 他方で、現状、企業や市町
村による補助には財源面で
の限界があることも事実。

 通勤手当支給のための財源
を確保するため、収益性の
確保→人材への投資→収益
性の向上→再配分（人材へ
の再投資）という好循環を
設計し、全員で実践。

 多様な選択肢があり、自由
に行動・移動を選択・決定
できることが、移動の質の
高さであり、個人が行動選
択をする意味をつくる。

 こうした個人の自由な選択
こそが、暮らす価値や訪れ
る価値、生き方への満足度
につながる。

 これらを実現するための移
動環境の整備や利便性向上
であり、そのためのデータ
の利活用やサービスの再編。

 あわせて、例えば、検索・
決済・発券の自動化を通じ、
定時性・速達性・予見可能
性を向上させる必要。

 目標・目指す姿としての
「豊かさ」は以下の両輪。
 自由や精神的豊かさ
 経済的・物質的豊かさ

 経済的・物質的豊かさにつ
いては、単なる全体の富の
集積ではなく、全員が未来
の選択肢を選べるという観
点を前提。

 経済的には「実質所得－移
動コスト＆時間費用」であ
り、この指標を全国トップ
クラスに。

 両面の豊かさを示す社会的
指標を満たすことを目的に
「交通」×「○○」を一体
的に設計。

○ 沖縄交通リ・デザインを進めるためには、ゲーム理論等の学術的な知見も念頭に、インセンティブ
設計や環境整備を行うことが必要。

○ 自家用車に依存せずとも移動できる（＝様々な社会的な活動ができる）という選択を定着、拡大さ
せるため、①～④の観点から取り組むこととしてはどうか。

③「楽しい」移動の主体
的な実践

④インセンティブと好循
環の設計

②多様で質が高い移動環
境の整備

①沖縄交通リ・デザイン
が目指す豊かな沖縄

各エリアでの積み重ねを通じて、県全体での
沖縄交通リ・デザインへ 4



○ 「ありたい姿」（○○年における沖縄の生活、経済、都市、環境etc.）について、PI（パブリック・インボル
ブメント）を実施し、市民主体で目標・目指す方向性とモニタリングのための指標を設定

○ 令和７年度については、県内２，３程度のエリアにおいて先行的に実施

○ エリアの選定・設定に当たっては、本島においては市町村域をまたぐことを要件として広域化を促す。

令和７年度に取り組むべき事項について

１．目指す姿・目標、モニタリング指標の検討・設定

○ DX・IT（例：日本版GoGoGeの先行開発・実装、MaaS、データプラットフォーム、キャッシュレス決済と多様な
運賃などITを活用した事業基盤強化、交通データと他分野のデータのかけあわせ、AIを活用した最適化 等）

○ GX・エネルギー（例：公共交通による再エネの地産地消、交通結節点×電力拠点 等）

○ 観光（例：那覇空港からの二次交通の観光による収益性の確保と地域の足の維持・確保、手ぶら観光、公共交
通を組み込んだ観光商品パッケージ、ホテル・観光施設からの送迎等の協業化 等）

○ 教育（例：キャンパスMaaS、交通甲子園（仮称） 等）

○ 介護・医療・福祉（例：病院MaaS（公共交通利用と通院受付の自動的な連携）、複数のデイサービス事業所の
利用者送迎業務の集約 等）

○ 商業（例：手ぶらで買い物、駐車場有料化と組み合わせたポイント還元 等）

○ まちづくり（例：開発と一体で行う交通ネットワークの整備、市街地機能の集約や賑わい創出、周辺施設との
機能連携とあわせた交通結節点の機能強化）

※ 並行して、１．を通じて共創領域の洗い出しを実施

２．共創を通じた設計と事業展開

○ 既存の表彰、プラットフォーム、メンバーシップ等の制度・枠組みの活用（例：○○大臣表彰、中高生関係の
大会、SDGs関係のイベント等）

○ 上記の制度・枠組みと連動した優遇措置の設計

３．更なるインボルブメントの仕掛け
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目指す姿・目標の視覚化イメージ（OECD Well-being Framework, How’s Life?）

（出典）https://www.oecd.org/en/publications/how-s-life-2024-country-notes_2603b12c-en/japan_8aa72c34-en.html

https://www.oecd.org/en/publications/how-s-life-2024-country-notes_2603b12c-en/japan_8aa72c34-en.html


【参考】The OECD Well-being Framework

（出典）OECD (2020), How’s Life? 2020: Measuring Well-being, OECD Publishing, Paris, https://doi.org/10.1787/9870c393-en. 7

https://doi.org/10.1787/9870c393-en


【参考】都道府県別の経済的豊かさ（可処分所得と基礎支出）

（出典）国土交通省都道府県別の経済的豊かさ（可処分所得と基礎支出）https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001389727.pdf8

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001389727.pdf


モニタリングのための指標の整理イメージ（例）

目指す姿・目標
の分類（※）

指標 現状 短期（2030）
目標

長期（2050）
目標

交通との関係

所得と富

住宅

雇用と仕事の質

健康状態

知識と技術

環境の質

主観的Well-being

安全

WLB

社会とのつながり

市民参画

◯ モニタリングのための指標については、設定された目標・目指す方向性としてまとめた内容を踏まえ、
• 目指す姿・目標の分類
• 当該目標・方向性の状況を把握するための指標
• 現状、短期的な目標（2030）、長期的な目標（2050）
• 交通との関係
を一覧で整理しつつ、地域や属性に応じて重視する項目を重み付けするようなイメージで進めてはどうか。

目指す姿・目標の分類を含めて
ダッシュボード方式で示し、地域
や属性に応じて重視する観点等を

重み付け

＜整理イメージ＞

（※）目指す姿・目標の分類として記載した事項は、OECDのWell-beingの枠組みにより記載したもの。
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【参考】SUMP（持続可能な都市モビリティ計画）の策定と実施のためのガイドライン

https://chikoken.org/wp/wp-content/uploads/SUMP-alphaweb.pdf 10



目指す姿（欧州の事例：欧州委員会ＳＵＭＰ）

ec.europa.eu/regional_policy/sources/reports/qol2023/2023
_quality_life_european_cities_en.pdf

https://www.rsaeurope.org/wp-content/uploads/sites/2/2021/01/Quality-of-life-
in-European-cities-SMARTER2.pdf 11

https://ec.europa.eu/regional_policy/sources/reports/qol2023/2023_quality_life_european_cities_en.pdf


【参考】地域公共交通計画の実質化に向けたアップデートについて
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【参考】「交通空白」解消の支援ツール：アップデート・ガイダンス等

13



今後の進め方（案）について

○ 今後は、以下のとおり進めることとしてはどうか。

 令和７年度以降のタイムフレーム及び各フェイズに

おける具体的なアクション・取組については、４月

下旬以降、マーケットデザインチームにおいて議論

 あわせて、沖縄振興計画、地域公共交通計画等への

反映も念頭に、県や経済界（GW2050 PROJECTS等）、

各地域の主体と連携・調整
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